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今週のキーワード 幸 福 の た め の ５ つ の 分 母 （ 視 点 ） を 2011 年 の ヒ ッ ト 商 品 に た と え る と 、 Ⅰ . 防 災 商

品 、 猛 暑 対 策 商 品 、 蓄 電 商 品 な ど 、 Ⅱ . 高 機 能 肌 着 、 ト ー ニ ン グ シ ュ ー ズ 、 Ⅲ . ロ ン

グ セ ラ ー 商 品 、 世 界 遺 産 ・ 記 憶 遺 産 、 Ⅳ . ス マ ー ト フ ォ ン 、 ｆ ａ ｃ ｅ ｂ ｏ ｏ ｋ 、 Ⅴ . 次 世 代 エ

ネ ル ギ ー 自 動 車 、 太 陽 光 関 連 商 品 な ど 。 同 社 は 「 現 在 の 消 費 志 向 は 、 短 期 的 な

緊 急 時 対 応 ではなく新 しい生 活 の土 台 を築 き直 す、大 きな底 流 の始 まり」という。 

幸福分母の改新 

※配信先の変更、配信停止のご希望はお手数ですが Tel.03-3216-2004 または info@knowsi-land.jp までご連絡ください。 
 

事業者免税点要件の厳格化に注意
判定要素の「特定期間」は上半期 
 

現行の事業者免税点制度は、前々年（個人）ま

たは前々事業年度（法人）の課税売上高が１千万

円以下の事業者についてはその課税期間の課税

資産の譲渡等について、消費税を納める義務が免

除されている。現行制度では、当期の扱いは前々

期の課税売上高のみで判定することから、前期に

売上が急増しても、課税事業者となるのは翌期か

らとなる。こうした点を悪用した消費税の脱税事

例が見受けられることから、2011年度税制改正に

おいて、課税売上高が１千万円を超えることが期

の途中で明らかになった場合には、その翌期から

課税事業者となるよう要件を厳格化する方向で

見直された。具体的には、個人事業者のその年分

や法人のその事業年度の基準期間の課税売上高

が１千万円以下である場合で、その個人事業者や

法人のうち、個人事業者のその年分や法人のその

事業年度に係る「特定期間」における課税売上高

が１千万円を超えるときは、個人事業者のその年

分または法人のその事業年度については、事業者

免税点制度を適用しないこととされた。 

「特定期間」とは、(1)個人事業者のその年の

前年１月１日から６月30日までの期間、(2)法人

のその事業年度の前事業年度がある法人のその

前事業年度開始の日以後６月の期間、などだ。こ

の改正は、2012年10月１日以後に開始する個人事

業者のその年や法人のその事業年度について適

用する。判定要素となる「特定期間」が上半期で

あることから、上半期に売上が高い業種は、事業

年度の変更も検討課題となりそうだ。 

2012年は「幸福分母の改新」 
「毎日を生きる基底」に変化 
 

2012年へ向けて大きな潮流となりそうな生活

者欲求の特徴を幸福分母の改新というキーワー

ドでまとめたのが博報堂研究開発局。2011年を

「（東日本大震災によって）私たちは、自然弱者

であることを痛感し、さらに戦後経済の成長モデ

ルと欧米型成熟への憧れといった幸福観の通念

基盤をも揺さぶられている」とまとめ、『毎日を

生きる基底』が安定しなければ、その上で多様に

分子運動する一人一人の躍動・結合は、行方の定

まらないものになってしまうとした。このため、

生活者は刹那的な嗜好に関わる欲求をやや抑え

て、普遍的な日常性を復興するために新しい幸福

の分母構築へと動き始めている」と分析する。レ

ポートでは、今年の生活者欲求の特徴を５つの

「改新要素」にまとめた。 

Ⅰ「生命」確保…災害や気候変動を織り込んで、

命を守ることに必要な新必需品を確保する。Ⅱ

「身体」整備…機能進化や制度改定によって手に

入る商品で、身体機能や健康を整える。Ⅲ「記憶」

の読み直し…過去の情報や商品アーカイブから、

今後残すもの・忘れないでいたいことを選択す

る。Ⅳ「存在」の確かめ合い…あふれる情報の中

で、アイデンティティを確認する。親和・貢献可

能なテリトリー・絆を見つける。Ⅴ「共生」継続

…持続可能な共生に参加できる製品・サービスを

取り入れる。 

このような「生き方の変化」は、節約・倹約・

防災・高機能（情報機器や衣料）を鍵として奔流

となろう。 
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発 展 を 目 指 す 企 業 家 の た め の 経 営 指 南 役 
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